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Ⅰ．調査の概要 

◆ 調査地域 ： 越谷市内全域 

◆ 調査対象 ： 市内在住の 18歳以上の男女 5,000人 

◆ 抽出方法 ： 住民基本台帳より無作為抽出 

◆ 調査方法 ： 郵送法（郵送配布・郵送回収） 

◆ 調査期間 ： 令和２年６月 19日～令和２年７月３日 

◆ 回収結果 ： 有効回収数 2,925人 回収率 58.5％ 

  

令和２年度 市政世論調査 

  この報告書概要版は、令和２年６月 19日～令和２年７月３日にかけて実施した 

  「令和２年度市政世論調査」の主な結果をまとめたものです。 
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Ⅱ．調査回答者の属性 

回答者の属性は以下の通りである。 

 

◆性別（n=2,925）  

 

◆年代（n=2,925） 

 
 

◆職業（n=2,925） 

 

◆世帯の状況（n=2,925） 
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◆居住年数（n=2,925） 

 

 
 

◆居住形態（n=2,925） 

 

◆居住地区（n=2,925） 
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Ⅲ．調査結果 

１．暮らしや居住意向について 

 
 

図 1-1暮らしやすいと感じるまち（上位 5 項目） 

（n=2,925） 

図 1-2 現在の暮らし向き（n=2,925） 

 
 

図 1-3 居住意向（n=2,925） 図 1-4 転居意向の理由（上位 5項目）（n=444） 

  

図 1-5 越谷市に住み暮らすことを勧めたいか（n=2,925） 
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十分満足している

14.7%

十分とはいえないが、

一応満足している
48.6%

わからない

1.1%

無回答
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○暮らしやすいと感じるまちは、「災害に強く犯罪が少ない安全性の高いまち」が６割半ばで最も多

い。 

○現在の暮らし向きには『満足』（「十分満足している」と「十分とはいえないが、一応満足している」

の合計）が６割強。 

○『定住意向』（「ずっと住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」の合計）は７割半ば。 

○『転居意向』（「どちらかといえば引っ越したい」と「引っ越したい」の合計）は１割半ば。その主

な理由は、「交通の便が悪いので」が２割弱で最も多い。 

○越谷市に住み暮らすことを勧めたいかは、『勧めたい』（「大いに勧めたい」、「勧めたい」、「どちらか

というと勧めたい」の合計）が約６割。 
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２．越谷市への愛着度と魅力配信について 

 
 

図 2-1 越谷市への愛着（n=2,925） 

 

 

図 2-2 愛着がある理由（上位 5項目）（n=2,083） 

 

 

図 2-3 越谷市の誇れるもの（上位 5項目）（n=2,925） 
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宮内庁埼玉鴨場
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20.9 
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○越谷市への愛着は、『愛着がある』（「とても愛着がある」、「愛着がある」、「やや愛着がある」の合計）

が約７割。 

○愛着がある理由は、「交通の利便性がよく、都内等に近い」が約７割で最も多い。 

○越谷市の誇れるものは、「イオンレイクタウン」が６割半ばで最も多い。 
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３．越谷市の伝統的手工芸品について 

 
 

図 3-1 越谷市の伝統的手工芸品の認知度（n=2,925） 

 
 

図 3-2 越谷市の伝統的手工芸品に期待する取組み（上位 5項目）（n=2,925） 
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ダミー ダミー
ダミー ダミー
買ったことがある 知っているが買ったことはない

知らない 無回答

技術の継承（後継者の育成）

見学・体験などの受入れ

デザイン性に優れた新商品の開発

各種イベントへの参加 

物販店舗の増加 

38.2 

32.1 

28.8 

26.1 

18.9 

0 10 20 30 40 (％)

○越谷市の伝統的手工芸品の認知度について、『知っている』（「買ったことがある」と「知っているが

買ったことはない」の合計）は、「越谷だるま」が７割弱で最も多い。 

○「買ったことがある」は、「越谷手焼きせんべい」が３割半ばで最も多い。 

○越谷市の伝統的手工芸品に期待する取組みは、「技術の継承（後継者の育成）」が４割弱で最も多い。 
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４．市内の公共交通について 

 
 

図 4-1 公共交通の利用有無（n=2,925） 

 
 

図 4-2 公共交通の満足度（n=2,925） 
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鉄道
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34.2 

11.6 

12.3 
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43.7 

49.8 
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ダミー ダミー

とても満足している やや満足している やや不満である

とても不満である 無回答

○公共交通の利用有無について、鉄道は「常に利用している」が３割弱、バスは「全く利用しない」

が４割弱、タクシーは「全く利用しない」が４割半ばで最も多い。 

○公共交通の満足度について、『満足』（「とても満足している」と「やや満足している」の合計）は鉄

道が８割半ば、バスが５割半ば、タクシーが６割強。 
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５．景観（風景）について 

 
 

図 5-1 景観（風景）の満足度（n=2,925） 

 
 

図 5-2 行政に望むこと（上位 5項目）（n=2,925） 
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50.5%
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4.0%

やや不満である

12.6%

良好な景観づくりに役立つ公共事業

目標や基本方針を住民に示す

景観に関する情報提供・普及啓発

景観づくりに協力する際の助成金等

景観整備のための住民の合意づくり支援

49.5 

42.3 

31.3 

19.4 

17.4 

0 10 20 30 40 50 (％)

○住まいの地区の景観（風景）の満足度は、『満足』（「満足している」と「十分とはいえないが、おお

むね満足している」の合計）が７割弱。 

○良い景観（風景）のまちをつくるために行政に望むものは、「良好な景観づくりに役立つ公共事業」

が約５割で最も多い。 
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６．地域医療体制について 

 
 

図 6-1 地域医療体制の認知度（n=2,925） 

 
 

図 6-2 医療機関の情報の入手方法（上位 5項目）（n=2,925） 

 
 

図 6-3 夜間や休日における急病の対応（上位 5項目）（n=2,925） 
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休日当番医制度

埼玉県救急電話相談

（♯７１１９）

埼玉県ＡＩ救急相談
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57.5 
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知らない 無回答

インターネットで調べる（越谷市・
埼玉県公式ホームページを除く）

広報こしがや「お知らせ版」

越谷市公式ホームページ

市民ガイドブック

越谷市発行のチラシ（「越谷市の
休日診療・救急医療のご案内」等）

52.4 

38.6 

31.4 

18.4 

15.7 

0 20 40 60 (％)

可能な限り翌日まで我慢する

受診できる医療機関を調べ、その
医療機関を利用する

越谷市夜間急患診療所を利用する

休日当番医を利用する

「かかりつけ医」を利用する

52.7 

29.6 

25.9 

24.3 

18.6 

0 20 40 60 (％)

○地域医療体制の認知度は、「越谷市夜間急患診療所」が約８割、「休日当番医制度」が７割半ば、「埼

玉県救急電話相談（＃７１１９）」が約５割、「埼玉県ＡＩ救急相談」が１割強。 

○医療機関の情報の入手方法は、「インターネットで調べる（越谷市・埼玉県公式ホームページを除

く）」が５割強で最も多い。 

○夜間や休日における急病の対応は、「可能な限り翌日まで我慢する」が５割強で最も多い。 
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７．人権全般に関する意識について 

 
 

図 7-1 基本的人権の意識（n=2,925） 図 7-2 人権意識の変化（n=2,925） 

  

図 7-3 関心のある人権問題（上位 5項目）

（n=2,925） 

図 7-4 人権侵害を感じたこと（n=2,925） 

 

 
図 7-5 人権侵害を感じた内容（上位 5項目）（n=582） 
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28.1%

やや尊重

されている
53.1%

無回答

3.4%

尊重されていない

3.7%
8.3 

37.7 

39.9 

5.2 

5.3 3.6 非常に高く

なっている
8.3%

やや高く

なっている
37.7%

低くなっている

5.3%

無回答

3.6%

やや低く

なっている

5.2%

変わって

いない
39.9%

インターネット上におけ
る人権問題

高齢者の人権問題

障がい者の人権問題

女性の人権問題

子どもの人権問題

46.8 

35.8 

35.2 

33.1 

32.8 

0 10 20 30 40 50 (％)

19.9 

60.8 

17.8 

1.5 無回答

1.5%

ない

60.8%

ある

19.9%

わからない

17.8%

職場において、不当な待遇や上司の言動を受
けた

あらぬ噂を立てられたり、他人から悪口や陰
口を言われた

プライバシーを侵害された

人種・信条・性別などにより、不平等または
不利益な取扱いをされた

配偶者やパートナーなどから、家庭内暴力
（ドメスティック・バイオレンス）を受けた

47.6 

45.9 

19.6 

17.2 

12.7 

0 10 20 30 40 50 (％)

○今の日本社会において、基本的人権が『尊重されている』（「十分尊重されている」と「やや尊重さ

れている」の合計）と思う人は６割半ば。 

○10 年前と比べた人権意識は、『高くなっている』（「非常に高くなっている」と「やや高くなってい

る」の合計）と思う人が４割半ば。 

○関心のある人権問題は、「インターネット上における人権問題」が４割半ばで最も多い。 

○日常生活の中で人権が侵害されたと感じたことが「ある」は約２割、「ない」は約６割。 

○人権侵害を感じた内容は、「職場において、不当な待遇や上司の言動を受けた」が５割弱で最も多

い。 
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８．男女共同参画について 

 
 

図 8-1 各分野での男女平等（n=2,925） 

 
 
図 8-2 １日の生活で希望どおりの時間配分が 

できているか（n=2,925） 

図 8-3 ＬＧＢＴなどの人たちのために必要な 

取組み（上位 5項目）（n=2,925） 

  

図 8-4 男女共同参画施設が今後力を入れること（上位 5項目）（n=2,925） 

   

家庭の中で

教育の中で

職場の中で

社会通念や風潮において

法律や制度上で

37.1 

38.0 

15.7 

8.0 

17.2 

27.8 

16.6 

39.6 

46.8 

31.0 

26.8 

26.5 

27.1 

30.3 

32.3 

5.0 

13.1 

11.4 

9.1 

13.8 

3.2 

5.9 

6.1 

5.8 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ダミー ダミー
ダミー ダミー
ダミー

平等になっている 平等になっていない

どちらともいえない わからない

無回答

15.4 

43.1 24.8 

13.5 

3.2 

そう思う

15.4%

どちらかと

いえばそう
思う

43.1%

無回答

3.2%そう思わない

13.5%

どちらかと

いえばそう

思わない

24.8%

学校教育の充実

法令の制定や制度の
見直し

市民向けの啓発
（情報誌、講座など）

性的少数者の人たちが
集える場

性的少数者についての
電話や面接相談

47.3 

39.2 

24.1 

12.1 

7.6 

0 10 20 30 40 50 (％)

いつでも誰でも気軽に立ち寄れる交流の場

相談事業

情報誌や啓発パンフレットなどによる啓発事業

男女共同参画に関する講座・フォーラムの開催

相互交流の援助など市民・団体活動の支援

47.4 

20.3 

18.6 

15.5 

14.1 

0 10 20 30 40 50 (％)

○男女平等について、「平等になっている」は「教育の中で」が４割弱、「平等になっていない」は「社

会通念や風潮において」が４割半ばで最も多い。 

○１日の生活で希望どおりの時間配分ができているか聞いたところ、『そう思う』（「そう思う」と「ど

ちらかといえばそう思う」の合計）が６割弱、『そう思わない』（「どちらかといえばそう思わない」

と「そう思わない」の合計）が４割弱。 

○ＬＧＢＴなどの人たちのために必要な取組みは、「学校教育の充実」が５割弱で最も多い。 

○男女共同参画施設が今後力を入れることは、「いつでも誰でも気軽に立ち寄れる交流の場」が５割弱

で最も多い。 
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９．自殺防止について 

 
 

図 9-1 自殺（自死）したいと考えたこと 

（n=2,925） 

図 9-2 自殺（自死）したいと考えた理由 

（上位 5項目）（n=526） 

    

図 9-3 自殺（自死）について相談する相手 

（上位 5項目）（n=2,925） 

図 9-4 自殺（自死）に関する相談窓口の認知度 

（n=2,925） 

  

図 9-5 自殺防止に最も効果的な対策（上位 5項目）（n=2,925） 

   

18.0 

80.6 

1.4 

はい

18.0%

無回答

1.4%

いいえ

80.6%

家庭問題

仕事問題

経済・生活問題

学校問題

健康問題

40.1 

28.1 

25.1 

17.5 

17.3 

0 10 20 30 40 50 (％)

配偶者

友人

いのちの電話

親

子ども

19.8 

10.1 

5.2 

5.1 

3.2 

0 5 10 15 20 (％)

15.7 

81.9 

2.3 

はい

15.7%

無回答

2.3%

いいえ

81.9%

資金繰りや多重債務など経済的な問題
に関する相談

健康や病気に関する相談

広報、インターネットによる普及啓発

就労に関する支援

講演会、研修会等による正しい知識の
普及啓発

26.2 

22.6 

12.8 

10.5 

6.8 

0 10 20 30 (％)

○自殺（自死）したいと考えたことがある人（「はい」）は２割弱。 

○自殺（自死）したいと考えた理由は、「家庭問題」が約４割で最も多い。 

○自殺（自死）について相談する相手は、「配偶者」が約２割で最も多い。 

○相談窓口を認知している人（「はい」）は１割半ば。 

○自殺防止に最も効果的な対策は、「資金繰りや多重債務など経済的な問題に関する相談」が２割半ば

で最も多い。 
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10．自治基本条例について 

 
 

図 10-1 「越谷市自治基本条例」の認知度 

（n=2,925） 

図 10-2 「越谷市自治基本条例」を知ったきっかけ 

（上位 5項目）（n=729） 

  

図 10-3 市政に参加する方法（上位 5項目） 

（n=2,925） 

図 10-4 関心のあるまちづくりの分野 

  （上位 5項目）（n=2,925） 

  

図 10-5 越谷市のまちづくりのためにできること（上位 5項目）（n=2,925） 

   

0.8 

6.5 

17.6 

73.0 

2.1 
よく知っている

0.8%
まあまあ

知っている
6.5%

無回答

2.1%

知らない

73.0%

聞いたこと

がある

17.6%

広報こしがや

越谷市公式ホームページ

自治会やコミュニティ推
進協議会を通じて

パンフレット等の啓発物

友人・知人

80.7 

21.1 

12.1 

11.9 

5.3 

0 20 40 60 80 100 (％)

アンケート

議会の傍聴

ワークショップ

パブリックコメント
（意見公募手続）

審議会等への参加

42.6 

15.4 

15.4 

11.5 

6.7 

0 10 20 30 40 50 (％)

暮らしの安全・安心に関すること

（防災、防犯、消防、消費生活な

ど）

福祉に関すること（社会保障、児

童福祉、障がい者福祉、高齢者福

祉など）

健康づくりや医療に関すること

（地域医療、予防医療、保健な

ど）

環境に関すること（ごみ問題、自

然環境など）

子育てや教育に関すること（子育

て、学校教育、青少年教育など）

68.5 

49.1 

41.7 

36.7 

25.0 

0 20 40 60 80 (％)

お祭りや町内会・自治会などが主催す
るイベントに参加する

ボランティア活動に参加する

町内会・自治会の会員（役員）として
活動する

ＰＴＡ・保護者会の会員（役員）とし
て活動する

ＮＰＯ法人などの市民活動団体のス
タッフとして活動する

50.3 

29.2 

18.5 

8.0 

5.2 

0 20 40 60 (％)

○「越谷市自治基本条例」の認知度は、『知っている』（「よく知っている」と「まあまあ知っている」

の合計）が１割弱。 

○「越谷市自治基本条例」を知ったきっかけは、「広報こしがや」が約８割で最も多い。 

○市政に参加する方法のうち、関心のあるものは、「アンケート」が４割強で最も多い。 

○関心のあるまちづくりの分野は、「暮らしの安全・安心に関すること（防災、防犯、消防、消費生活

など）」が７割弱で最も多い。 

○越谷市のまちづくりのためにできることは、「お祭りや町内会・自治会などが主催するイベントに参

加する」が約５割で最も多い。 
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11．多文化共生のまちづくりについて 

 
 

図 11-1 外国人市民とのつき合い 

（n=2,925） 

図 11-2 外国人市民との関係で困った経験 

  （上位 5項目）（n=2,925） 

 

 

図 11-3 「多文化共生」という言葉の認知度 

（n=2,925） 

図 11-4 「多文化共生のまち」づくりのために、 

市が力を入れるべきこと 

（上位 5項目）（n=2,925） 

  
 

  

3.0 

10.6 

13.9 

70.4 

0.8 
1.4 

親しくつき

あっている

3.0%
あいさつをす

る程度のつき

あいがある
10.6%

無回答

1.4%

近くに住んでいない、

または近くに住んでい

るかどうかわからない
70.4%

近くに住ん

でいるが、

つきあいは
ない

13.9%

その他

0.8% 特になし

ごみの出し方

家・部屋からの声・物音

駐車・駐輪・交通マナー

ことばの行き違い

78.2 

6.5 

5.4 

4.5 

4.2 

0 20 40 60 80 (％)

29.9 

29.6 

38.1 

2.4 

聞いたことが

あり、意味も

理解している
29.9%

無回答

2.4%

聞いたこと

はあるが、

意味はよく
知らない

29.6%

聞いたこと

がない

38.1%

外国人市民に対して、日本の文化や
生活情報を多様な言語で知らせる

外国人市民に対して、日本語の学習
を支援する

外国人と日本人の交流やイベントを
行う

外国人への偏見・差別をなくすため
の努力を行う

日本人市民に対して、諸外国の文化
や生活情報を紹介する

60.2 

36.2 

34.1 

33.1 

31.1 

0 20 40 60 80 (％)

○外国人市民とのつき合いは、「近くに住んでいない、または近くに住んでいるかどうかわからない」

が約７割で最も多い。 

○外国人市民との関係で困った経験は、「特になし」が８割弱で最も多い。 

○「多文化共生」という言葉の認知度は、『聞いたことがある』（「聞いたことがあり、意味も理解して

いる」と「聞いたことはあるが、意味はよく知らない」の合計）が約６割。 

○「多文化共生のまち」づくりのために、市が力を入れるべきことは、「外国人市民に対して、日本の

文化や生活情報を多様な言語で知らせる」が約６割で最も多い。 
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12．マイナンバー制度について 

 
 

図 12-1 マイナンバーカードの保有率 

（n=2,925） 

図 12-2 マイナンバーカードの利用目的 

（n=835） 

 

 

図 12-3 マイナンバーカードの取得予定 

（n=2,056） 

図 12-4 マイナンバー制度に期待すること 

（n=2,925） 

 

 

 

  

28.5 

69.4 

0.9 1.2 

持っている

28.5%

無回答

1.2%

持っていない

69.4%

知らない

0.9%

身分証明・本人確認

各種申請手続

年末調整・確定申告

コンビニ交付

その他

37.0 

35.1 

21.0 

14.0 

1.8 

0 10 20 30 40 (％)

25.5 

39.5 

34.2 

0.7 

取得する

予定である
25.5%

無回答

0.7%

取得する

予定はない

39.5%

わからない

34.2%

いろいろな手続きがインターネッ
トでできる

図書館カードや健康保険証になる

社会保障の不正受給や税の不正還
付を防ぐことができる

地元の商店街で買い物ができる

特に期待することはない

31.9 

26.9 

26.3 

5.6 

39.2 

0 10 20 30 40 (％)

○マイナンバーカードの保有率は、「持っている」が３割弱。 

○マイナンバーカードの利用目的は、「身分証明・本人確認」が４割弱で最も多い。 

○マイナンバーカードの取得予定は、「取得する予定である」が２割半ば。 

○マイナンバーカードに期待することは、「いろいろな手続きがインターネットでできる」が約３割で

最も多い。 
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13．スポーツ・レクリエーションの実施状況について 

 
 

図 13-1スポーツ・レクリエーション活動の 

実施状況（n=2,925） 

図 13-2 スポーツ・レクリエーション活動を 

行った主な理由（上位 5項目）（n=1,972） 

 

 

図 13-3 スポーツ・レクリエーション活動の 

効果（上位 5項目）（n=1,331） 

図 13-4 スポーツ・レクリエーション活動を 

行っていない理由（上位 5項目）（n=916） 

  

図 13-5 今後、行ってみたいと思うスポーツ・レクリエーション活動（上位 5項目）（n=2,925） 

―比較的軽いスポーツ― ―野外活動― ―競技的スポーツ― 

     

23.0 

22.5 

13.7 

4.5 

3.8 31.3 

1.3 

週に３回以上

23.0%

無回答

1.3%

週に１～２

回程度

22.5%

月に１～３回程度

13.7%

３か月に１

～２回程度

4.5%

年に１～

３回程度

3.8%

行っていない

31.3%

運動不足解消

健康、体力維持・増進

気分転換・気晴らし

美容、肥満解消

友人との交流

71.6 

53.5 

45.8 

18.8 

17.2 

0 20 40 60 80 (％)

運動不足が解消した

よく眠れるようになった

疲れにくくなった

適正体重に（近く）なった

食欲が出た

50.0 

24.5 

21.9 

16.6 

10.7 

0 20 40 60 (％)

仕事（家事、育児も含む）や
勉強が忙しいから

年をとったから

スポーツ・レクリエーションが
好きでない（興味がない）から

健康上の理由から

身近に適当な場所や施設がない
から

44.4 

20.4 

16.9 

15.6 

13.2 

0 10 20 30 40 50 (％)

ウオーキング

軽い体操

室内運動器具を使って
行う運動

プールを利用した運動

ボウリング

41.0 

31.0 

17.0 

16.6 

13.3 

0 10 20 30 40 50(％)

ハイキング

キャンプ（オートキャ
ンプを含む）

サイクリング

登山

釣り

23.6 

16.9 

15.9 

13.7 

12.4 

0 10 20 30 40 50(％)

バドミントン

卓球

テニス

野球・ソフトボール

弓道、アーチェリー

11.9 

10.7 

10.3 

6.8 

6.0 

0 10 20 30 40 50(％)

○この１年間のスポーツ・レクリエーション活動の実施状況は、『週１回以上』（「週に３回以上」と「週

に１～２回程度」の合計）が４割半ば。 

○活動を行った主な理由は、「運動不足解消」が約７割で最も多い。 

○活動の効果は、「運動不足が解消した」が５割で最も多い。 

○活動を行っていない理由は、「仕事（家事、育児も含む）や勉強が忙しいから」が４割半ばで最も多

い。 

○今後、行ってみたい活動は、比較的軽いスポーツが「ウオーキング」、野外活動が「ハイキング」、

競技的スポーツが「バドミントン」で最も多い。 
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14．広報について 

 
 

図 14-1 市政情報を得ているもの（上位 5項目） 

（n=2,925） 

図 14-2 市政情報を得るために活用したこと 

があるもの（上位 5 項目）（n=2,925） 

  

図 14-3 広報こしがや「お知らせ版」「季刊版」の感想（n=2,254） 

 

図 14-4 広報こしがや「お知らせ版」の 

わかりにくい点（n=27） 

図 14-5 広報こしがや「季刊版」の 

わかりにくい点（n=13） 

 

 

 

  

広報こしがや「お知らせ
版」や「季刊版」

越谷市公式ホームページ

越谷cityメール配信サー
ビス

友人・知人

テレビ広報番組「いきい
き越谷」

67.9 

8.5 

2.9 

1.8 

0.9 

0 20 40 60 80 (％)

広報こしがや「お知らせ
版」や「季刊版」

越谷市公式ホームページ

越谷cityメール配信サー
ビス

越谷市携帯サイト

テレビ広報番組「いきい
き越谷」

77.1 

40.6 

11.7 

7.8 

7.2 

0 20 40 60 80 (％)

お知らせ版

季刊版

15.7 

14.6 

56.4 

51.9 

25.7 

29.4 

1.0 

0.2 

0.2 

0.4 

0.9 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ダミー ダミー ダミー
ダミー ダミー ダミー

わかりやすい おおむねわかりやすい どちらともいえない

わかりにくいところがある わかりにくい 無回答

件数

18

紙面がわかりづらい、読みづらい 8

文字が小さい、多すぎる 5

言葉遣いが難解、主旨が伝わりにくい 5

8

ほしい情報がない、情報不足 5

情報が古い、不正確な情報 2

情報過多 1

3

情報の質

その他

内容

紙面構成・レイアウトの課題

件数

7

季刊版としての特徴がない、見た目の改善が必要 3

文章がわかりづらい 2

カラーページは不要 1

文字が細かい 1

2

内容

紙面構成・レイアウトの課題

その他

○市政情報を主に得ているものは、「広報こしがや『お知らせ版』や『季刊版』」が７割弱で最も多い。 

○市政情報を得るために活用したことがあるものは、「広報こしがや『お知らせ版』や『季刊版』」が

８割弱で最も多い。 

○広報こしがやの感想は、『わかりやすい』（「わかりやすい」と「おおむねわかりやすい」の合計）が

「お知らせ版」で７割強、「季刊版」で６割半ば。 

○広報こしがやでわかりにくい点は、「お知らせ版」は「紙面構成・レイアウトの課題」（読みづらい、

文字が小さいなど）、「情報の質」（ほしい情報がない、情報が古いなど）、「季刊版」は「紙面構成・

レイアウトの課題」（季刊版としての特徴がない、見た目の改善が必要など）など。 
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15．越谷市の施策について 

 
 

図 15-1 よくなってきたと感じるもの 

（上位 10項目）（n=2,925） 

図 15-2 特に力を入れるべきだと思われるもの 

（上位 10項目）（n=2,925） 
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水害や地震などの災害対策
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バス路線等公共交通網の充実

地域医療や救急医療体制の整備

交通安全対策

自然保護や河川の汚濁防止など
の環境保全対策

小中学校の教育環境(教育内容や
教育施設)の充実
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公園や緑地の整備
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○市の施策について、ここ数年のうちで「よくなってきたと感じるもの」は、「駅周辺の整備」が３割

強で最も多い。 

○今後の市政の中で「特に力を入れるべきだと思われるもの」は、「水害や地震などの災害対策」が３

割半ばで最も多い。 
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